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Ⅰ．教育・研究・社会貢献に関する計画 

１．岐阜保健大学 

（１）教育に関する計画 

①看護学部の教育目標 

 ・社会に広く貢献するための幅広く深い教養、総合的な判断力及び誠実で豊かな

人間性を養成する。 

 ・人間の尊厳と権利を擁護する能力と高い倫理観を基盤としたヒューマンケアの

態度を養成する。 

 ・科学的根拠に基づき、看護を計画的かつ安全に実践する能力を養成する。 

 ・個人や家族の健康レベルや生活、地域の特性と健康課題を査定し、より質の高

い看護を実践できる能力を養成する。 

 ・ケア対象のあらゆる発達段階、健康状態、心理状態に対応して援助できる能力

を養成する。 

 ・保健医療福祉チームとの関係性を密にし、連携・協働して社会的ニーズや状況

に対応した看護を提供できる能力を養成する。 

 ・看護専門職としての役割を果たし、社会に貢献していくために、将来にわたり

自己研鑽を継続し、看護実践のための専門性を発展させる能力を養成する。 

②リハビリテーション学部の教育目標 

 ・社会に広く貢献するための幅広く深い教養、総合的な判断力及び誠実で豊かな

人間性を養成する。 

 ・人間の尊厳と権利を擁護する能力と高い倫理観を基盤としたヒューマンケアの

態度を養成する。 

 ・科学的根拠に基づき、理学療法、作業療法を計画的かつ安全に実践する能力を

養成する。 

 ・個人や家族の健康レベルや生活、地域の特性と健康課題を評価し、より質の高い

理学療法、作業療法を実践できる能力を養成する。 

 ・対象のあらゆる心身機能・身体構造・活動・参加に対応して支援できる能力を養

成する。 

 ・保健医療福祉チームとの関係性を密にし、連携・協働（共働）して社会的ニーズ

や状況に対応した理学療法、作業療法を提供できる能力を養成する。 

 ・リハビリテーション専門職としての役割を果たし、社会に貢献していくために、

将来にわたり自己研鑽を継続し、専門性を発展させる能力を養成する。 

 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・本年度が設置計画履行完成年度であることを本学教職員一人ひとりがしっかり意識

して、必要な取組を実施していく。 
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・岐阜保健大学看護学部開学４年目であり、担当教員による充実したきめ細かな学生教

育を行っていく。 

  ・小グループ制指導による教育支援などにより、学生の「成長」につながる教育活動を

展開する。 

  ・授業改善のための「授業アンケート」や「学生との交流会」、「学生意見箱」等を継続

的に実施することや、必要に応じて実施する学生アンケート等を通じて学生の状況分

析、状況把握を行い、教育内容や教育支援の改善につなげる。 

  ・岐阜保健大学リハビリテーション学部開学２年目となり、担当教員による一層きめ細

かな学生教育を行っていく。 

・岐阜保健大学大学院看護学研究科は岐阜県内で高度な看護教育を行う大学院として看

護研究コース、保健師コース、助産師コースの３コースに分かれ開学２年目となり、

担当教員による一層きめ細かな学生教育を行っていく。 

 

教職員の資質向上に取り組む。 

○教育内容や教育方法の改善のために、ＦＤ（ファカルティ･ディベロップメント）

およびＳＤ（スタッフ･ディベロップメント）活動を充実する。また、授業見学な

どを通して教職員の資質向上を図る。 

 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・全学ＦＤ活動における授業方法研修会の実施、授業見学会の継続的な取組等により、

教育改善及び教職員の資質向上を図る。 

  ・従来からある各種外部研修会に積極的に事務職員を参加させてＳＤ活動の充実を図

り、事務職員の資質向上を図る。 

  ・大学内の WEB 環境の構築・整備により、全教員の ICT 教育の一貫性を確保し、教

育の質の向上を図る。 

 

（２）学生支援に関する計画 

学生の学習・生活に関する環境や相談体制、経済支援を強化する。 

○学生支援を担う各室・図書館等について、学生のニーズに応じた支援機能の強化を

図る。 

○小グループ制指導体制を充実させる。 

○授業料免除などの各種経済支援策を検討する。 

 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・安心・安全な学生生活の提供（新型コロナ感染対策の強化、オンライン授業の弾力的・

効果的な実施ほか）を図る。 
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・教育、学習への ICT 技術の活用により、学生の学びに寄与できる体制強化を図る。 

  ・学生の意見・要望をくみ上げるシステムである「学生意見箱」や毎年実施している学

生満足度調査により、学生のニーズを把握し、全学的な学生支援体制の強化を図る。 

  ・充実したオフィスアワーを提供するなど、学生のニーズに応じた個別指導や相談が可

能となるよう教育環境を整える。 

  ・サイバー攻撃やウィルスにおける感染、ＳＮＳに潜む危険性など、コンピューターや

ネットワークを利用する上で必要な情報セキュリティーについて周知する。 

  ・学生の交通の便を確保するため、継続的にバス会社と交渉し、夕方の増便及び直行便

の増便を運行してもらうよう要請する。 

  ・キャリアセンターに専任の教員を配置することにより、学生の就職支援体制の強化を

図る。 

 

（３）研究に関する計画 

本学の特色ある研究を推進し、研究水準の向上を図る。 

○個人研究費と共に、共同研究費の効果的な活用を図り大学の高度な研究体制の強化

を図る。 

○研究推進体制を整備・充実すると共に、研究活動の評価を通して、研究活動の活性

化を図る。 

○研究成果を学術誌、学会等に公表するとともに、紀要を充実させ、社会に積極的に

発信する。 

○岐阜保健大学研究センター内に設置された、「高齢者認知症予防センター」、「ネウ

ボラ継続母子支援センター」、「多文化共生・多様性健康推進センター」、「多職種連

携実践センター」の積極的な運用を行う。 

 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・研究活動の活性化を図るために、research map（リサーチマップ）を活用し、研究者ホ

ームページ、講義・研究資料の配布、業績公開、業績管理、研究コミュニティ構築まで、

研究者の情報発信を支援するウェブサービスの充実を図る。 

  ・外部研究費の積極的な獲得を目指す。 

  ・研究成果を積極的に学術誌、学会等に公表する。 

  ・研究成果を積極的に外部に発信する。 

 

（４）社会との連携や社会貢献に関する計画 

地域貢献を図る。 

○恒例の「髙橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン」に参加し、ボランティア活動を通し

て他者との連携や競技者及び地域住民との触れ合い等を体感する。 
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○岐阜保健大学研究センター内に設置された、「高齢者認知症予防センター」、「ネウ

ボラ継続母子支援センター」、「多文化共生・多様性健康推進センター」、「多職種連

携実践センター」を社会に積極的に発信する。 

 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・看護学部教育体制の充実のために、看護臨地実習指導者研修を４回程度実施する。 

  ・岐阜市主催「髙橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン」のボランティアに参加する。 

  ・「高齢者認知症予防センター」では、軽度の認知症患者や認知症に関心のある高齢者

のかたに参加してもらい、カフェを模した環境の中で、コミュニケーションを通じて、

認知症の予防を図る。また、学内だけでなく、岐阜県内の公民館での老人クラブの会

合等に参加し、広く出張認知症カフェについて説明を行う。 

  ・「ネウボラ継続母子支援センター」は、フィンランドのネウボラ（母子支援センター）

を参考にした、乳幼児までの母子を支援する施設であり、定期的にセンターで母子の

交流を行い、地域の乳幼児の育児を支援する。 

  ・「多文化共生・多様性健康推進センター」では、地域における多文化共生を保健・医

療の視点で考え、地域住民の健康推進活動を行うことを目的とし、岐阜県で外国籍住

民の多い市町村にある公立学校等の多文化共生担当者らと連携して、健康指導や感

染症予防啓発などの活動を行う。 

  ・「多職種連携実践センター」では、地域の他職種の連携の推進を目的とし、研修会や

勉強会を開催する。 

 

２．岐阜保健大学医療専門学校 

（１）教育に関する計画 

①スポーツ健康学科の教育目標 

 ・生命の尊厳について深く理解し、豊かな人間性を養う。 

 ・東洋医療の源を学ぶとともに、健全な身体の育成及び礼節をわきまえた人格を形

成する。 

 ・伝統ある東洋医療の専門的知識・技術の習得とともに、現在の主流である西洋医

学の知識を身につけ、科学的根拠に基づいた判断と問題解決行動がとれる基礎的

能力を養う。 

 ・東洋医療に対する社会的要請の多様化に対応して、積極的に自己学習する能力を養う。 

 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・授業内容の質的向上を期するため、教員の人材確保を行う。 

  ・認定実技審査の改定に伴い、講義内容の充実を図る。 

  ・臨床実習等において付属治療院の活用を推進する。 
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  ・岐阜保健大学とともに、高大連携事業に取り組み、医療職を目指す高校生の教育講座

を開催する。 

  ・トレーニングルームを積極的に活用し、スポーツトレーナーの養成を図る。 

 

（２）学生支援に関する計画 

学生の国家試験対策の支援を強化する。 

○学生のニーズに応じた国家試験支援対策の強化を図る。 

 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・国家試験対策として、授業時間外に学生のニーズに応じた特別講座を開催する。 

 

（３）社会との連携や社会貢献に関する計画 

地域貢献を図る。 

○プロバスケットチーム「岐阜スウープス」（運営：岐阜バスケットボール株式会社）

を支援する。 

 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・プロバスケットチーム「岐阜スウープス」（運営：岐阜バスケットボール株式会社）

と連携し、医療専門学校の教員による選手のはり・きゅうや柔整の施術などを通して

後方支援をする。 

 

Ⅱ．入学者増加に関する計画 

（１）広告媒体関連 

【令和 4 年度事業計画】  

・令和 3 年度の媒体効果測定を行い、結果を検証する。オープンキャンパスの参加につ

ながる媒体、入試の出願につながる媒体を精査し、冊子媒体、インターネット媒体に

出稿する。 

・以下のマス媒体への露出を行い、本学の周知を図る。 

※ ポスター、大学案内パンフレット、本学ホームページ 

※ 受験情報雑誌、受験関連インターネット情報サイト等への掲載 

※ 新聞広告、広告看板掲示（高校正門付近への看板設置）、交通広告 

・看護学部、リハビリテーション学部ともに、4 年制学部として競合大学に勝る本学の

強みを訴求できるかがポイントとなる。新設の施設・設備に加え、面倒見の良さを国

家試験合格率向上につなげる広報を実現する。 
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（２）オープンキャンパス実施関連 

【令和 4 年度事業計画】  

・オープンキャンパス動員のためのリーフレット作成は、3 月開催分、5・6 月開催分、

7・8・9・10 月開催分に分け、開催時期のニーズに合わせて誌面作りを検討する。 

・7 月、8 月の 3 回の開催分においては、学部別に午前・午後に開催時間を分け、受け

入れ人数の拡大と混雑緩和を目指す。 

・オープンキャンパス経由の志願率向上のためのイベントの計画から、配付資料の内

容、教職員の対応方法まで十分に議論し、各学科で最善策を検討する。 

・「キャリアデザイン講座」を単独開催から、職業理解を深めることに効果のある時期

を定め、オープンキャンパスに入れ込み実施する。看護師、理学療法士と作業療法士

の職業理解に加え、はり・きゅう師、柔道整復師を含めた本学の医療系分野への進学

を訴求することにより、入学者のマッチング、休退学及び就職後の早期離職防止への

対応につなげていく。 

 

（３）高校訪問関連 

【令和 4 年度事業計画】 

・高校訪問を組織的、計画的に年間を通して行う。 

・広報委員会に渉外担当の教員を任命し、高等学校 10 校～20 校を担当する。 

・令和 4 年度の最重点エリアとして、岐阜県内全域、愛知県尾張地区とする。 

・昨年度より強化地域として設定した、長野県南信地区、富山県全域については、令和

4 年度も継続して高校訪問し、指定校制推薦の依頼を 4 月より行う。 

・新規の強化エリアとして、福井県全域、静岡県西部地区を設定する。定期的に高校訪

問を行い、指定校依頼、特別奨学生入試の紹介を行う。 

・訪問担当者はエリア化をして固定し、綿密な獲得数値目標を設定し、本学の周知と志

願者の獲得を図る。また、入学者確保に向け目標人数を設定する。 

・各高校訪問の前に、高校訪問マニュアルを作成し、訪問の目的、目指す成果を担当者

全員が共有し、質の高い訪問を目指す。 

 

（４）指定校推薦依頼関連 

【令和 4 年度事業計画】 

・昨年度より導入した、指定校依頼（特別指定校・一般指定校）の制度のうち、特別指

定校を競合大学（中部学院大学、岐阜協立大学）が行っている特典に合わせ、授業料

の 3 割免除枠を新設し、指定校制推薦入試での入学者確保を強化する。 

・指定校新規設定エリアとして、福井県全域、静岡県西部地区を加える。 
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（５）高校内ガイダンス、進学相談会関連 

【令和 4 年度事業計画】 

・高校内ガイダンスや各地で行われる進学相談会に積極的に参加する。特に 4 月～7 月

の実施会場への参加に重きをおく。 

・オープンキャンパスへの動員、指定校での出願に向け、個々の会場に参加者目標を設

定し、積極的な誘導を図る。 

・入試・広報部の 3 名の職員が中心となり担当するが、看護学部、リハビリテーション

学部の教員も積極的に動員し、教員の視点からの高校生の興味関心を引き起こす。 

 

Ⅳ．財政健全化に関する計画。 

本学の財政については何ら問題なく推移している。 

 【令和 4 年度事業計画】 

・収容定員充足に努め、安定した収入を確保し、支出面においては、経費の削減に努め、

費用対効果を高める。 

・各種補助金等の外部資金の獲得ができるような体制を作る。 

・大学の将来の財政政策の一貫として、学部、大学院の予算化を図る。 

・看護学部は 2024 年度、大学院が 2024 年度の文部科学省私立大学等経常費補助金申

請に伴う事務体制の充実を図る。 

 

Ⅴ．新規事業計画 

 【令和 4 年度事業計画】 

  ・新学部の設置検討：(案)心理学部 120 人定員、医療系学部（検査技師等）80 人定員 

  ・大学院：リハビリテーション研究科設置検討 20 名程度（教育講座担当を含む） 

  ・大学院看護学研究科博士課程設置検討 

・豊田学園医療センター(仮称・記念館) および研究棟建設検討 

 

Ⅵ．施設設備に関する計画 

 【令和 4 年度事業計画】 

・第三駐車場の整備 

第三駐車場のタール舗装整備費用として１０，０００千円を計上 

 

以 上 


